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磯部錦司 ・山田真紀／総合学 園ならでは の教育 活動の展開
（2 ）　 目 的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上　　　 っ
こ れ ま で 併 設 校 ・ 附 属 学 校 園 と 教 育 学 部 が 草 の 根 的 に 展 開 し て き た 連 携 活 動 に つ
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　4r　　　　　 ・
い て 相 互 理 解 し 、 さ ら な る 今 後 の 連 携 の 展 開 と 方 向 に つ い て 考 え を 出 し 合 い 、 総 合
学 園 の 特 色 を 生 か し た 教 育 活 動 に つ い て の 展 望 を 共 有 す る 。
（3 ） 主 催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 十
椙 山 女 学 園 大 学 教 育 学 部　　　　　　　　　 十　　　　　　　　　 ト　　　　　/














































































同様に、平成19 年度より毎年、5 月から7 月にかけ、4 回から6 回程度、教育学部1
年生約200 名を受け入れ、授業観察の場を提供している。




第三の教育実習については、今年度はい5 月と10 月に4 週間に渡り合計22 名の学生































十 地 球 の 持 続 発 展

















等学校と同様に、平成19 年度より毎年、5 月から7 月にかけ、8 回程度、教育学部
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（3 ） 研 究 に お け る 連 携 に つ い て
併 設 校 ・附 属 校 園 で の 教 育 実 践 の 蓄 積 が ど の よ う に な さ れ て い る の か に つ い て 。日 々
の 実 践 に 時 間 を 費 や し 、 十 分 な 研 究 の 時 間 が 取 れ な い の が 共 通 の 現 状 で あ る 。 附 属 幼
稚 園 で は 年 間 の 研 究 テ ー マ を 決 め 、 年 度 末 に は 研 究 成 果 を ま と め て い る が 、 現 在 の と
こ ろ 、 子 ど も 達 の プ ラ イ バ シ ー 保 護 の 観 点 か ら 、 研 究 の 成 果 を 公 開 す る こ と は 行 っ て
い な い よ 中 学 校 ・ 高 等 学 校 で も 、 外 部 研 修 会 で 得 た 知 識 や 情 報 を 職 員 会 な ど で 共 有 し
た り 、 実 践 記 録 を 残 し た り と い う こ と は 継 続 的 に 行 っ て い る 。　　　　　　　 ニ
今 後 は 、 大 学 の 教 員 と 併 設 校 ・ 附 属 校 園 の 教 員 が ・、 教 育 面 だ け で な く 研 究 面 に お い
て も 連 携 し て い く こ と が 望 ま し い 。大 学 の 教 員 は 最 近 の ト レ ン ト や 理 論 に は 詳 し い が 、
現 場 が 抱 え る 課 題 に は 疎 い 、も し く は 現 場 の 教 員 は 実 践 上 の 課 題 を 抱 え て い る も の の 、
そ れ を 解 決 す る の に 必 要 な 知 識 や 技 術 に ア ク セ ス す る 場 が 持 ち に く い なトど の 現 状 が あ
り 、 共 同 す る な ら ば 相 互 補 完 的 な 関 係 に な り う る 。 大 学 に は 学 習 指 導 要 領 の 執 筆 に 携
わ っ た 教 員 も い る た め 、 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 が 意 図 し て い る と こ ろ を 現 場 に 届 け る 媒
介 者 の 役 割 を 果 た す こ と が で き 、7 ま た 大 学 の 教 員 側 と し て も 「 理 想 は そ う で あ っ て も
現 場 は こ の よ う な 現 状 に よ り そ れ を 実 現 す る の が 難 し い の だ 」 と い う 実 態 を 教 え て も
ら う 貴 重 な 場 に な る 。 実 践 家 は 自 分 の 実 践 を 丁 寧 に 記 録 し て い く こ と が 大 切 な の で あ
り 、 大 学 の 教 員 と と も に 、「 新 し い 」 「 理 想 的 な 」 理 論 構 築 の た め に と も に 研 究 し て い
ぐ 関 係 こ そ が 求 め ら れ る 。　　　　　　　 ト　　　　　　　　　　
し　　　
レ
来 年 度 よ り 、 教 育 学 部 紀 要 は 、 教 育 学 部 教 員 と 併 設 校 ・ 附 属 校 園 の 教 員 と の 共 同 執
筆 論 文 を 積 極 的 に 受 け 入 れ る 方 針 と な っ た た め 、 今 後 の 研 究 面 で の 連 携 の 成 果 が 教 育
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5 おわりに
はじめはどれだけの教職員が「総合学園ならではの教育活動」「教育学部と併設校・
附属学校園との連携」に関心をもってくれるか、不安を抱えながらの出発であった本
シンポジウムの企画であるが、補助椅子を必要とするほどのたくさんの参加者を迎え、
特に附属幼稚園と小学校、学園本部から多くの参加をいただくことができた。さらに
フロアディスカッションでは、時間め関係上、挙手いただいた方全員に発言の機会が
まわらないほど、活発な議論が交わされ、盛会に幕を閉じることができた。ここから
「総合学園ならではの教育活動」「教育学部と併設校・附属学校園との連携」に高い関
心と期待が寄せられていることを実感することができた。
またパネラーの報告からは、中学校における数学の教育実習体験の取り組みや、附
属小学校の総合的学習の時間に提供された「命の授業」、附属幼稚園のすぎのこ絵本
図書館での絵本の読み聞かせのボランティアなど、園児・児童・生徒・学生に還元可
能な互恵的活動の具体例も示されたことの意義は大きい。
フロアディスカッションでは、教育面での連携に留まらず、研究面での連携を視野
にいれた提案が多くなされた。大学と併設校・附属学校園の教員が共同研究し、その
成果を教育学部の研究紀要にまとめ、実践記録と研究を蓄積していくことも重要であ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿
「一方向の協力から共同的な協働へ」をキーワードに、総合学園ならではの教育活
動を一緒に作り上げる意識を共有できたことが本シンポジウムの最大の成果である。
今後の課題としては、ごのシンポジウムを単発のものに終わらせることなく、大学
と併設校・附属学校園とが意見交換する機会を定期的に継続的にもつことが求められ
るであろう。
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